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安定細胞株、2)HCT116 の内在性 SMAD4 をノックダウンした安定細胞株を樹立し、免疫
不全マウス（ヌードマウス）の尾静脈より注入し、肺転移成立頻度と転移巣の組織像に
ついて検討した。さらに Luc-T29 を免疫不全マウス（SCID マウス）の尾静脈に注入し
た後、コントロール群と CCR1 阻害薬投与群での肺転移巣の増殖を比較検討した。ヒト











1.9 倍多くの CCR1 陽性骨髄球が集積していた。予後との関係では CCL15 陽性転移巣で
は根治切除後の無病生存期間が CCL15 陰性転移巣に比べ有意に悪かった（P=0.02）。肺
転移巣周囲に集積する CCR1 陽性細胞の特性解析では、CCR1 陽性細胞の多くは
CD11b(+),MPO(+),CD15(+),CD16(+),CD33(-),HLA-DR(-) の 発 現 パ タ ー ン を 有 す る
Tumor-Associated Neutrophil(TAN)であった。 












あった。大腸癌肺転移患者 81 人の切除標本免疫染色の検討では、CCL15 陽性転移巣では
CCL15陰性転移巣に比べその周囲に約 1.9倍多くの CCR1陽性骨髄球が集積していた。予後







したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２８年１２月１５日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
